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2 健やかで安心なまちづくり	

健康診査・がん検診事業

【健康福祉課】　　　       6,383万円

健康診査費

【町民生活課】　　　　          539万円

高齢者外出支援事業

【健康福祉課】　　　　          143万円

社会福祉協議会助成事業

【健康福祉課】　　　　    3,658万円

母子保健事業

【健康福祉課】　　　       2,527万円

敬 老 事 業

【健康福祉課】　　　       1,656万円

高齢者向け年金生活者等支援臨時福祉給付金事業（新規）

【健康福祉課】　　　　    9,423万円

特定健康診査等事業費

【町民生活課】　　　       2,487万円

予防接種事業

【健康福祉課】　　　       6,025万円

救命救急センター運営・休日夜間医療対策事業

【健康福祉課】　  　　　  3,866万円

生きがいデイサービス事業

【健康福祉課】　  　　　  1,106万円

包括的支援事業・任意事業

【健康福祉課】　  　　　  2,673万円

　心臓病や脳卒中等の生活習慣病を早期に発見するた
め、各種健康診査を実施します。また、死亡原因とし
て高い割合を占める「がん」の早期発見・早期治療のた
めに、各種がん検診を実施します。

　後期高齢者医療の被保険者を対象に、広域連合と連携
し、健康の保持増進を図るため健康診査を実施します。

　歩行困難及び車いすを利用する65歳以上の高齢者を
対象に、公共交通機関の利用が困難な場合、移送用車両
で利用者の居宅と医療機関等との間を送迎します。

　地域住民、社会福祉関係者等が相互に協力して、地域
福祉を推進するために重要な役割を果たしている美里町
社会福祉協議会の運営を支援します。

　妊娠から出産・育児までを体系的にとらえた各種母
子保健事業を実施します。 また、高額な医療費を要す
る不妊治療費の助成を行い、子どもを産み育てられる
環境を推進します。

　町内７会場
で敬老式を開
催 し ま す。 
ま た、77歳、
88 歳、99 歳
及び100歳の
町民の方には、
敬老祝い金を
贈呈します。

　平成27年度の臨時福祉給付金の支給要件に該当した
65歳以上の高齢者を対象に、所得全体の底上げを図る
観点から、１人につき３万円の臨時福祉給付金を支給
します。

　国民健康保険の被保険者を対象に、各種検診助成及
び特定健康診査を行います。

　病気の感
染やまん延
の防止のた
め、年齢に
応じた各種
予防接種を
実施します。

　休日診療や救命救急については、医師会や近隣市町
と連携し広域的に取り組みます。

　在宅の虚弱な高齢者等を対象に、健康状態の確認や
レクリエーションなどのデイサービスを行い、健康増
進や心身機能の維持、孤立感の解消を目指します。

　住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けていけるように地域密着型
サービスの充実や介護予防対策、
町独自で行う生活支援サービスを
実施し、地域包括ケアの推進を図
ります。
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地域福祉計画策定事業（新規）

【健康福祉課】　　　　          478万円

認可外保育施設入所助成事業

【子ども家庭課】　　　         540万円

子ども医療費助成事業

【子ども家庭課】         7,558万円

保育所運営事業

【子ども家庭課】　 1億4,857万円

生活相談員設置事業

【健康福祉課】　　　             203万円

障害者総合支援給付事業

【健康福祉課】　    3億6,720万円

子育て支援センター事業

【子ども家庭課】　               965万円

放課後児童クラブ・児童館運営事業

【子ども家庭課】        4,146万円

不動堂児童館保育室改修工事（新規）

【子ども家庭課】　　　         260万円

小牛田保育所分園改修工事（新規）

【子ども家庭課】　　　   1,064万円

障害者相談支援事業

【健康福祉課】　　          1,403万円

児童手当給付事業

【子ども家庭課】　 3億5,477万円

　地域における福祉サービス
の適切な利用の推進や地域福
祉に関する活動への住民の参
加の促進など、地域福祉の推
進に関する事項を一体的に定
める計画を策定します。

　待機児童の解消及び町内外の認可外保育施設に入所
する児童の保護者の経済的負担の軽減を図るため、月
額１万円の助成を行います。

　子どもに関する医療費の経済的負担を軽減します。
平成26年10月から対象年齢を中学生まで引き上げる
とともに、保護者の所得制限限度額を廃止し、通院ま
で全額無料とします。

　核家族化や共
稼ぎ世帯の増加
により、乳幼児の
保育需要が高ま
っています。保育
環境の充実と子
育て世帯への支
援を図ります。

　児童虐待やDV（ドメスティック・バイオレンス）、自
殺等を予防するため生活相談員を配置し、関係機関と
連携し必要な支援を行います。

　日常生活を営む上で介護の必要な障害者に対し、介
護サービス等の費用を給付します。

　保護者が子どもを遊ばせながら気軽に相談できる窓
口として子育て支援センターを運営し、子育てに関す
る情報提供や助言を行います。

　共稼ぎ世帯が増加する中で、就学前児童や小学校の
児童を対象に、牛飼児童館、不動堂児童館、青生児童
館及び南郷児童館において、健全な遊びの環境を整え、
遊びを通じた生活指導を行います。

　不動堂放課後児童クラブの利用希望者の増加に対応
するため、保育室の改修を行います。

　施設の環境改善のため、小牛田保育所分園の大規模
な改修工事を行います。

　平成26年度から「障害者相談支援センター」を町内２
か所に設置し、随時、相談を受けられるようにするとと
もに、訪問相談も行うなど、サービスの向上を図ります。

　子どもを養育して
いる親などに児童手
当を支給することに
より家庭における生
活の安定に寄与する
とともに、次代を担
う子どもの健やかな
育ちを社会全体で支
援します。
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